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様式第1号(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第１回『びほろ』みらいまちづくり会議 

開 催 日 時 
令和７年９月２２日（月） 

１８時３０分 開会  １９時５５分 閉会 

開 催 場 所 しゃきっとプラザ１階 集団健診ホール 

出 席 者 氏 名 別紙のとおり 

欠 席 者 氏 名   別紙のとおり 

事務局職員職氏名  別紙のとおり 

議 題 

 １ 開会 

 ２ 委嘱状交付 

 ３ 町⾧あいさつ 

 ４ 会⾧互選 

 ５ 第７期美幌町総合計画の策定について（事務局説明） 

 ６ 『びほろ』みらいまちづくり会議の運営について（事務局説明） 

 ７ 部会の設置 

 ８ 事務連絡 

 ９ 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

非 公 開 の 理 由 
(会議を非公開とした場合) 

― 

資 料 の 名 称 

・レジュメ 

・第７期美幌町総合計画の策定について（説明資料） 

・『びほろ』みらいまちづくり会議運営の手引き 

・第６期美幌町総合計画（冊子） 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全部記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 
 

 

 

（別紙） 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

 

 那須総務部⾧ 

 （司会進行） 

 

 

 

 

 

 平野町⾧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 矢萩本部⾧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田会⾧ 

 

 

 

 

 横山副会⾧ 

〈レジュメの次第に沿って進行〉 

 

１ 開会 

 配布資料の確認 

 

２ 委嘱状交付 

 平野町⾧より委嘱状交付。 

 委員を代表して、総務部会 森委員が受領。 

 

３ 町⾧あいさつ 

・ まちづくり委員への参画について、皆さまお忙しい中お引き受けいただ

き、感謝申し上げます。 

・ 総合計画は町の最上位計画であり、現在の第６期計画は平成２８年度から

令和８年度までの１１年間の計画である。新たに策定する第７期計画は 

令和９年度からの令和２０年度までの１２年間の計画となる。 

・ 総合計画は「町民主体でつくる計画」として位置付けており、委員の皆さ

まからは多くの意見を提案いただき、議論していただきたい。 

・ この度４３名もの委員にご参画いただけたことを非常に心強く思う。我々

行政も皆さまが描く将来像の実現に向けて、全力で取り組む所存である。 

⾧期間になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ○ 本部員、事務局及びコンサルティング会社の紹介 

  本部員を代表し、本部⾧（矢萩副町⾧）よりあいさつ 

  ・お忙しい中ご出席いただき感謝申し上げます。 

   第７期総合計画の策定にあたっては、様々な分野の知見や経験をもつ皆さま 

   からの意見と議論が必要。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ４ 会⾧互選 

  『びほろ』みらいまちづくり会議設置要綱第５条第２項の規定により、委員の

互選によって会⾧を選任する。事務局案を求める意見があり、案として太田博美

氏の選任を提案し、異議なしとして太田氏が就任。 

  続いて、副会⾧の選任について、要綱第５条第３項の規定により会⾧が指名す

る。太田会⾧からの指名により、横山直樹氏を副会⾧に選任。 

 

 会⾧あいさつ：非常に幅広い分野にわたって議論を進めなければならないが、 

        錚々たるメンバーにお集まりいただいているので、非常に心強く 

思う。今の子どもたちが将来美幌町にいてよかったと思えるまち 

づくりを目指したい。横山副会⾧と協力し合って取り組んでいく 

ので、今後ともよろしくお願いします。 

 副会⾧あいさつ：私は一般公募で参加させていただいた。選挙管理委員もやらせて
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

 

 

 

 

 田口政策統計G主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社KITABA 

⾧谷川氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただいているが、美幌町は管内でも投票率が低く、町への関心

も低いと感じていた。町民の皆さんがこれからの美幌町のことを

自分事として捉えてもらえるよう、委員皆さまの力を借りながら 

        取り組んでいきたい。よろしくお願いします。 

 

 ５ 第７期美幌町総合計画の策定について 

PowerPointを用いて説明。（別添資料のとおり） 

 ・総合計画は３つの階層で構成している。まちづくりの目標である「基本構想」、 

  基本構想を実現するための「基本計画」、基本計画に定めた施策を具体的に進 

  める内容の「実施計画」で構成。本計画の素案について、『びほろ』みらいま 

  ちづくり会議で議論することとなる。 

 ・総合計画は「美幌町自治基本条例」で策定を義務付けている。町の最上位計画 

  であり、その他個別計画の目標や施策は総合計画と整合性が図られている。 

 ・第７期総合計画の策定にあたっては、次のポイントを重点とする。 

  【ポイント１ 基本目標の設定について】 

   第７期では、現在の部局構成にあわせ、基本目標を５つから６つへ増やす。 

  （「総務」「町民生活」「福祉」「経済」「建設」「教育」の６つ） 

   ６つの部局ごとに、それぞれ専門的な知見をもつ委員の皆さまに議論してい 

ただき、それぞれに基本目標を作成する。 

 また、将来像の実現に向けて、重点的に取り組むべきものを「重点プロジェ 

クト」として設定し、明確に示すことで、町民と行政が力をあわせて取り組む 

ことのできる環境をつくる。 

【ポイント２ 住民参加手法の強化について】 

 町民の皆さまからより多くの意見をいただくため、リアルタイムで意見を提

出することができる「Webアンケートボックス」を設置する。 

 また、町ホームページや広報誌で、計画策定の進捗状況を随時発信し、進捗

状況にあわせた意見を提出できるよう取り組んでいく。 

 ・今後は、来年１月までに基本構想の素案について議論し、夏頃までに基本計画 

の素案を完成させる。 

 

 ６ 『びほろ』みらいまちづくり会議の運営について 

  今後の会議の進め方について説明。（別添資料のとおり） 

 ・令和７年９月から令和８年９月までの間、月１～２回のペースで開催。 

 ・独自性のある意見、町民の気持ちが反映された意見、町民が参加できる取組 

  への意見を提案してほしい。 

 ・部会⾧を中心に、参加者の合意のもと進行してほしい。 

 ・会議の始まりには、議題と会議終了時間を明確にする。 

 ・手短にわかりやすい発言を実践する。 

 

 



 4 / 4 

発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 田口政策統計G主査 

 ７ 部会の設置 

  レジュメに記載の『びほろ』みらいまちづくり会議委員名簿のとおり、６つの 

 部会を設置。要綱第１０条第４項の規定において準用する第５条第２項のきてい 

により、部会⾧においては部会員の互選、副部会⾧においては部会⾧の指名によ 

り選任される。各部会で協議の上、次のとおり選任される。 

 

総務部会：部会⾧ 森  香織 氏  副部会⾧ 北守 但祥 氏 

町民生活部会：部会⾧ 采女 博安 氏  副部会⾧ 大石 千馬 氏 

 福祉部会：部会⾧ 松浦 和浩 氏  副部会⾧ 下山 朋久 氏 

 経済部会：部会⾧ 小田島 龍児 氏  副部会⾧ 森  優樹 氏 

 建設部会：部会⾧ 村上 三千雄 氏  副部会⾧ 久山 武徳 氏 

 教育部会：部会⾧ 沖田  滋 氏  副部会⾧ 伊藤 善啓 氏 

 

 ８ 事務連絡 

 ・第２回会議について 

  令和７年１０月２３日（木）午後６時３０分～ 

  しゃきっとプラザ集団健診ホールにて開催。 

  開催内容は「美幌町の現状と課題」についてワークショップを実施。配布して 

いるワークシートに記載の「この１０年間で美幌町や美幌町を取り巻く状況で 

変化したと思うこと」、「これからのまちづくりで美幌町が力を入れていくべ 

きと思うテーマ」について次回会議まで考えてきてほしい。 

なお、本日配布した「会議運営の手引き」と「第６期総合計画（冊子）」は 

毎回持参願う。 

 ・まちづくりフォーラムの開催について 

  令和７年１０月７日（火）午後６時３０分～ 

  美幌町民会館３階中ホールにて開催。 

  コンサル業者である株式会社KITABAの代表取締役である酒本氏を招き、講演 

を行ったのち、ワークショップを開催。現在参加申込を受付しているため、 

ぜひ参加してほしい。 

 

 ９ 閉会 

 

〈以上〉 

 


